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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年12月1日(2011.12.1)

【公表番号】特表2003-531219(P2003-531219A)
【公表日】平成15年10月21日(2003.10.21)
【出願番号】特願2001-576176(P2001-576176)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   9/36     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  65/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/56     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  69/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   9/36    ＣＥＲ　
   Ｃ０８Ｊ   9/36    ＣＥＺ　
   Ｂ０１Ｄ  65/10    　　　　
   Ｂ０１Ｄ  69/10    　　　　
   Ｂ０１Ｄ  71/56    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  69/28    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年10月12日(2011.10.12)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９３】
【表１】

【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９７】
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【表５】

【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９８】

【表６】

【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９９】

【表７】

【誤訳訂正５】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０６】
【表１４】

　用語“Ａｃａｃ”はアセチルアセトネート（２，４ペンタン－ジオン）を表しそして“
ＴＭＨ”は２，２，６，６テトラメチル－３，５ヘプタンジオネートを表す。実施例３６
－４２の試験は１５０ｐｓｉそして２０００ｐｐｍのＮａＣｌで実施した。実施例３７の
ＴＭＣ溶液は２．５ｍＭの錯化剤濃度で作られ；一方実施例３８，３９，４１及び４２の
ＴＭＣ溶液は未溶解部分を含まない飽和溶液であった。それゆえ実施例３８，３９，４１
及び４２の溶液は２．５ｍＭより少ない濃度である。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】 多官能性アミンと多官能性アシルハライドとを多孔質支持体の表面で界面
重合してその上にポリアミド層を形成させることからなる複合膜の製造方法において、多
官能性アシルハライドと多官能性アミンとの反応の前及び／又は反応中に、Ａｌ、Ａｓ、
Ｂｉ、Ｃｏ、Ｃｒ、Ｆｅ、Ｐ及びＳｂの元素の少なくとも１から選ばれる結合性コアをも
つ錯化剤を多官能性アシルハライドと接触させる工程をもつことを特徴とする複合膜の製
造方法。
【請求項２】 錯化剤と多官能性アシルハライドとの接触工程が、２５℃にて２４時間で
０．５％と２５％の間の透過物回収率で膜を介して２４ｇｆｄのフラックス速度で純水を
供給する条件にて膜を逆浸透モードで操作した後に、そこで得られる検知しうる量の錯化
剤の結合性コアを保持しているポリアミド層をもたらす請求項１記載の方法。
【請求項３】 ポリアミド層がポリアミドのグラム当たりそこで得られる錯化剤の結合性
コアを少なくとも２５マイクログラム保持している請求項２記載の方法。
【請求項４】 錯化剤がリンの結合性コアをもちそして錯化剤が次の化合物の種類：リン
酸塩、亜リン酸塩、ホスフィン、ホスホン酸塩、及び、ホスフォルアミドの少なくとも１
から選ばれるものである請求項１から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】 錯化剤が次式：
【化１】
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［ここでＺは同じか又は異なりそしてＸ、Ｏ－Ｐ－（Ｘ）２ 、Ｐ（Ｏ）－Ｘ２ 、（Ｐ（
－Ｘ－））ｍ－Ｐ－Ｘ２ 、（Ｏ－Ｐ（－Ｘ））ｍ－Ｏ－Ｐ－Ｘ２ 、（Ｐ（Ｏ）（－Ｘ）
）ｍ－Ｐ（Ｏ）－Ｘ２ 、及び（Ｏ－Ｐ（Ｏ）（－Ｘ））ｍ－Ｏ－Ｐ（Ｏ）－Ｘ２ から選
ばれるものであり；Ｐはリン、Ｏは酸素、ｍは１から５の整数；ＹはＯ又は非結合電子対
、Ｘは同じか又は異なりそしてＲ及び１以上の酸素及び／又はアルキル結合を含むＲから
選ばれるものであり、そしてＲは同じか又は異なりそしてＨ、及び炭素含有基から選ばれ
るものである］で示される化合物からなる請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】 ＺがＣ１－Ｃ８脂肪族基から選ばれるものである請求項５記載の方法。
【請求項７】 少なくとも１のＲが芳香族基又はヘテロ環基から選ばれるものである請求
項５記載の方法。
【請求項８】 Ｙが酸素であり；Ｚが同じか又は異なりそしてＲ及び１以上の酸素結合を
含むＲから選ばれるものであり；そしてＲは同じか又は異なりそしてＨ、及びＣ１－Ｃ１

２ 含有基から選ばれるものである請求項５記載の方法。
【請求項９】 Ｙが非結合電子対でそしてリン含有化合物が次式：
【化２】

［ここでＺは同じか又は異なりそしてＲ及び１以上の酸素結合及び／又はアルキル結合を
含むＲから選ばれるものであり；そしてＲは同じか又は異なりそしてＨ、及びＣ１－Ｃ１

２ 含有基から選ばれるものである］で示される化合物からなる請求項５記載の方法。
【請求項１０】 リン含有化合物が次式：
【化３】

で示される化合物からなる請求項８記載の方法。
【請求項１１】 多孔質支持体に多官能性アミンを含む水溶液をコーティングし次いで多
官能性アシルハライドを含む有機溶液を引き続きコーティングして多官能性アミンと多官
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能性アシルハライドがお互いに接触して多孔質支持体上にポリアミド層を形成させる諸工
程からなる複合膜の製造方法において、多官能性アシルハライドと多官能性アミンとの反
応の前及び／又は反応中に、約１５から約２６Ｊ１／２ｃｍ－３／２の溶解パラメーター
をもちそしてＡｌ、Ａｓ、Ｂｉ、Ｃｏ、Ｃｒ、Ｆｅ、Ｐ及びＳｂの元素の少なくとも１の
少なくとも１つの元素から結合性コアをもつ錯化剤を多官能性アシルハライドと接触させ
る工程をもつことを特徴とする複合膜の製造方法。
【請求項１２】 錯化剤がリンの結合性コアをもちそして錯化剤が次の化合物の種類：リ
ン酸塩、亜リン酸塩、ホスフィン、ホスホン酸塩、及び、ホスフォルアミドの少なくとも
１から選ばれるものである請求項１１記載の膜。
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